
庚
子
以
前
に
お
け
る
完
顔
景
賢
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
つ
い
て

は
じ
め
に

(i) 

清
代
の
審
臨
時
帖
の
収
蔵
史
で
特
筆
す
べ
き
は
、
今
日
の
故
宮
博

物
院
の
収
蔵
品
の
基
擦
を
形
成
す
る
清
内
府
の
収
蔵
品
で
あ
る
。
他

方
、
中
間
の
間
十
一
は
広
く
、
民
間
に
儲
蔵
さ
れ
た
名
品
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
特
に
清
末
に
な
る
と
、
賞
賜
に
よ
っ
て
秘
府
か
ら
書
簡
碑

帖
が
流
出
し
、
太
平
天
闘
の
乱
(
一
八
五

O
i
一
八
六
四
)
、
義
和

国
事
件
(
…
八
九
九
i
一
九

O
一
)
と
い
っ
た
度
重
な
る
国
内
の
動

乱
は
私
蔵
さ
れ
て
い
た
収
液
晶
の
流
動
化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、

当
時
流
行
し
て
い
た
金
石
学
に
よ
っ
て
、
関
連
す
る
書
面
や
碑
帖
の

収
蔵
熱
は
高
ま
り
、
本
稿
で
検
討
す
る
完
顔
景
緊
(
一
八
七
五
!
一

九
三
一
。
字
は
撲
孫
、
満
洲
鍛
椅
(
旗
の
人
。
以
下
、
景
賢
)
な
ど
の

よ
う
な
収
蔵
家
を
陸
続
と
議
出
し
、
彼
ら
の
収
蔵
品
の
な
か
に

過
で
き
な
い
名
品
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

下

;::o:エ

早

平

田

に
お
け
る
書
留
碑
結
の
収
蔵
史
は
、
構
内
府
と
私
蔵
さ
れ
た
収
蔵
品

の
双
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
実
棺
が
解
明

さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
清
末
の
私
蔵
に
関
す
る
研
究
は
乏
じ
く
、
近
時
、

清
来
最
大
の
蕎
観
碑
結
の
的
抗
議
家
と
目
さ
れ
る
端
方
(
一
八
六
一

l

(2) 

一
九
一
二
の
碑
結
の
収
惑
に
関
す
る
菅
野
智
朗
氏
の
論
考
に
よ
っ

て
、
よ
う
や
く
そ
の
端
綴
が
関
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
は
、

上
掲
の
端
方
と
も
親
交
が
あ
り
、
講
来
か
ら
民
間
一
期
に
か
け
て
主
に

北

京

に

お

い

・

碑

鮎

・

古

籍

の

収

蔵

家

と

し

て

名

つい

A

E

トい
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時
利
子
)
ま
で
の
第
一
期
を
検
討
の
対
象
と
す
る
の

最
賢
の
書
一
幽
碑
帖
の
収
減
に
関
し
て
は
、
従
来
概
括
的
に
論
じ
ら

一4〉

れ
た
も
の
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
景
賢
に
関

す
る
伝
記
資
料
を
も
と
に
成
子
以
前
の
彼
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し

た
う
え
で
、
月
一
一
良
堂
議
回
目
』
所
載
の
景
資
自
注
(
以
下
、
自
注
)

や
蘇
宗
仁
披
語
(
以
下
、
按
諮
問
)
、
問
書
掲
載
の
収
蔵
品
の
逓
伝
の

過
程
、
関
連
す
る
奪
回
著
録
な
ど
を
も
と
に
、
績
予
以
前
に
お
け
る

景
緊
の
番
前
碑
帖
の
収
綴
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
、
景
緊
が

警
部
碑
帖
の
収
肢
を
始
め
た
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
な
お
主

本
橋
で
検
討
す
る
護
脳
科
帖
は
明
一
一
一
虞
常
一
欝
磁
自
h

の
作
者
と
名
称

に
従
一
い
、
阿
川
護
の
排
列
阪
に
整
理
番
号
を
附
し
た
。
ま
た
¥
簡
明
小
町

肢
の
原
件
と
間
定
で
き
た
も
の
は
、
そ
の
根
拠
を
記
し
た
。

庚
子
以
前
の
景
賢
の
動
向

康
子
以
前
の
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、
景
緊
'
閤
筆
の
履
歴

(5) 

単
が
最
も
詳
細
で
あ
る
。
景
緊
の
環
歴
単
は
二
通
あ
り
、
第
一
連
は

景
賢
一
…
二
歳
時
、
第
二
通
は
景
賢
三
二
歳
時
の
も
の
で
あ
る
。
二
通

の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
記
載
の
長
い
第
二
通
を

用
い
る
。
併
せ
て
、
崇
実
述
・
嵩
申
附
記
『
協
蜜
年
譜
』
(
光
緒
一
一
一

年
、
一
八
七
七
)
、
崇
厚
述
・
衡
永
編
『
鶴
楼
年
譜
』
(
民
国
一
九
年

(6) 

…
九
一
ニ

O
)
も
参
照
し
、
瑛
子
以
前
の
開
設
賢
の
動
向
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
ニ
う
会

下
人
勿
人‘

-LrLMo 

d
u
H
 

選
新
海
妨
例
、

是
年
九
月
、
ノ
経
原
任
、
議
京
将
軍
依

a

見
定
年
十
一
丹
、
饗
議
以
本
波
留
一
於

丹
、
経
前
議
、
盛
京
将
軍
文
興
委
充

是
年
間
丹
、
給
攻
口
赴
部
、
六
月
、
経
吏
部
、
帯

ち
熊
例
発
徒
、
欽
此
。
十
八
日
、
真
摺
謝
恩
、
ノ

次
。
是
年
八
月
、
歪
省
仇
充
文
案
処
総
弁
。
二
十

試
餐
一
年
、
期
満
奏
請
、
損
例
補
用
。

同
例
年
三
十
二
議
、
内
務
府
一
銭
黄
旗
講
洲
連
栄
佐
領

下
の
入
に
係
る
珍
光
緒
元
年
〔
一
八
七
五
〕
、
騒
を
承
け
て
一

品
藤
生
た
り
。
二
年
〔
一
八
七
ム
ハ
〕
、
患
賞
を
蒙
り
、
挙
人
に

給
せ
ち
れ
、
其
の
一
会
試
に
謀
、
す
。
十
七
年
〔
一
八
九
二
、

講
一
妨
部
に
遊
い
、
報
損
し
て
花
観
た
り
。
二
十
一
年
(
一
八
九

五
〕
四
月
、
室
部
を
経
て
、
帯
領
引
見
せ
ら
れ
、
出
回
を
泰
じ
、

あら山沖地
著
し
て
文
惑
を
以
て
用
い
ら
れ
、
止
を
欽
む
。
是
の
年
の
沼
丹
、

(55) 

額
引
見
、



員
外
郎
を
以
て
、
別
部
に
銭
分
せ
ら
れ
学
習
す
。
二
十
三
年

〔
一
八
九
七
)
四
月
、
学
欝
期
満
ち
、
奏
し
て
刑
訴
に
留
ま
り

捕
舟
せ
ら
る
。
二
十
四
年
三
八
九
八
円
新
海
防
例
に
遵
い
、

指
し
て
道
員
に
升
り
、
省
に
分
ち
て
試
用
せ
ら
る
ρ

是
の
年
の

九
月
、
原
任
を
経
て
、
盛
京
将
軍
依
克
農
問
委
ね
て
文
案
処
繋

弁
に
充
つ
。
患
の
年
の
十
一
月
、
奏
誘
し
て
本
班
を
以
て
奉
天

に
留
ま
り
補
用
せ
ら
る
。
二
十
五
年
〔
一
八
九
九
〕
三
月
、
前

穫
を
経
て
、
感
京
将
軍
文
興
委
ね
て
文
案
処
総
弁
に
充
つ
。
是

の
年
の
四
月
、
留
を
給
い
部
に
赴
き
、
六
月
、
吏
部
を
経
て
、

帯
鎖
引
見
せ
ら
れ
、
旨
を
奉
じ
、
例
に
照
ら
し
て
発
筏
し
、
此

を
欽
む
。
十
八
日
、
摺
を
具
え
て
患
に
謝
し
、
当
に
密
売
を
蒙

る
こ
と
一
次
た
り
。
患
の
年
の
八
月
、
省
に
歪
り
て
の
お
文
案

処
総
弁
に
充
て
ら
る
。
二
十
六
年
〔
一
九

0
0〕
八
月
、
試
脅

す
る
こ
と
一
年
に
し
て
、
期
満
ち
て
奏
請
し
、
例
に
照
ら
し
て

揃
用
せ
ら
る
。
)

(7) 

と
あ
る
の
こ
れ
に
よ
る
と
、
緊
慢
の
生
年
一

と
な
る
が
、
上
掲
司
鶴
楼
年
議
』
光
緒
一

ヨJ
ふ
i

ペ¥コ
J

、

tz
，J
v
i
J
J
1
2
a
p
 

(
一
八
七
五
)

の
条
で
は
、
「
:
:
:
一
一

」
(
:
:
:
一
一
月
十
八
日
、
次

く
。
)
と
あ
り
一
致
し
な
い
が
、
同

賢
は
公
の
場
で
は
、
光
緒
元
年
を
生
年
と
し
て
い
た
と
売
ら
れ
る
9

ま
た
、
明
鶴
雄
年
譜
』
の
開
条
に
、
「
:
:
:
後
承
継
一
一
一

(
後
に
三
姪
警
織
を
承
継
し
て
縞
と
為
さ
し
む
。
)
と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
景
賢
は
崇
厚
(
一
八
二
六
;
一
八
九
一
ニ
)
の
次
孫
と
し
て
生

ま
れ
、
の
ち
に
華
鏡
(
原
名
は
華
祝
)
の
絹
子
と
な
っ
た
こ
と
が
わ

(8) 

か
る
(
以
下
、
完
顔
沃
ζ
鍔
し
て
は
別
表
1
参
照
)
。
上
掲
『
悔
童

年
譜
』
や
『
鶴
櫨
年
譜
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
華
鏡
は
起
用
実
(
一
八

二
O
!
一
八
七
六
)
の
第
三
子
と
し
て
道
光
二
五
年
(
一
八
間
五
V

に
生
ま
れ
た
が
、
間
関
治
一

C
年
(
一
八
七
こ
に
喉
疲
に
よ
り
平
逝

し
た
と
い
う
の
彼
は
間
治
路
年
(
一
八
六
五
)
に
葉
赫
那
投
氏
を
饗

と
す
る
が
、
実
子
が
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
景
賢
の
生
ま
れ
た
光
緒

二
年
ま
で
に
崇
淳
に
誌
禽
平
三
八
五
一
一
!
?
)
と
三
捷
(
一
八
五

五
!
一
八
六
二
)
の
二
子
が
い
た
が
、
一
一
…
鐘
は
平
逝
し
て
い
る
た
め
、

緊
賢
の
実
父
は
街
平
で
あ
り
、
実
母
は
問
治
…
二
年
(

に
街
一
千
に
嫁
し
た
能
地
投
氏
で
あ
る
。
題
態
単
に
は

…

号

。

」

と

あ

る

が

、

『

鶴

楼

年

譜

』(一
八
七

て
間
も
な

(56) 
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条
に
よ
る
と
、

な
っ

L句

h
れ
プ
ハ
V
今



の
家
設
と
教
学
内
容
や
万
法
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
い

履
歴
単
に
よ
る
と
、
景
緊
が
官
場
と
は
じ
め
て
関
わ
っ
た
の
は
光

緒
一
七
年
三
八
九
一
)
で
あ
る
。
こ
の
年
、
か
つ
て
崇
突
の
幕
下

に
あ
っ
た
謬
芸
孫
(
一
八
四
回
i
一
九
…
九
)
に
、
山
祭
実
の
神
道
時

(
H
U
)
 

を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
間
以
鉢
司
道
成
以
来
朝
野
雑
記
』
(
北
京

吉
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
、
三
五
頁
)
に
よ
る
と
、
ん
験
生
は
ご

O
絞

に
な
る
と
、
吏
部
に
よ
る
帯
領
引
見
を
経
て
、
…
口
問
鰭
牛
一
は
文
官
と

し
て
用
い
ら
れ
、
各
部
院
の
員
外
郎
(
従
五
品
)
と
し
て
愛
用
さ
れ

る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
向
投
資
が
実
質
的
に
宮
場
に
赴
く
の
は
、
光
緒

二
一
年
(
一
八
九
五
)
に
景
僚
が
員
外
部
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
後
、
し
ば
ら
く
見
羽
田
い
と
し
て
の
任
周
期
間
関
が
続
き
、
新
海
防
例

に
も
と
づ
い
て
摘
納
し
、
光
緒
川
…
悶
年
(
一
八
九
八
)
に
道
員
(
正

問
品
)
と
な
り
、
成
制
京
将
軍
の
依
克
磨
間

(
?
i
一
八
九
九
)
に
呼

ば
れ
て
奉
天
へ
赴
任
し
て
い
る
。
上
掲
の
瑛
子
以
前
の
景
賢
の
履
摩

単
を
概
観
す
る
と
、
彼
の
高
級
旗
人
と
し
て
の
斡
侍
を
競
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
「
鰭
」
に
よ
っ
て
挙
人
と
な
り
、

さ
ら
に
数
度
の
摺
納
に
よ
る
売
宮
に
よ
っ
て
、
栄
達
の
遵
を
歩
ん
だ

か
ら
で
あ
る
。

茂
子
以
前
の
収
蔵
の
経
緯

庚
子
以
前
の
収
蔵
の
経
'
緯
と
し
て
は
、

ま
ず
景
賢
が
完
顔
氏
伝
来

の
番
…
開
碑
粘
を
綾
換
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
託
、

同
ん
ら
れ
る
こ
と
が
着
倍
さ
れ
る
窃
ぽ
「
宋
拓
漢
撃
山
繭
碑
開
明
未
興

本
大
掛
軸
」
(
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
)
は
標
題
に
あ
る
よ
う
に
間
関

本
と
過
称
さ
れ
る
も
の
で
、
現
存
す
る
喰
一
の
原
拓
整
本
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
の
逓
伝
の
過
棋
を
兎
て
お
こ
う
。
開
は
既
元
三
七
六
四

l

一
八
四
九
)
の
市
蔵
品
で
あ
り
、
回
附
院
元
道
光
六
年
三
八
ニ

ム
ハ
)
践
に
、
ぷ
川
崎
光
六
年
、
余
携
此
碑
一
全
雲
南
、
落
水
致
徽
、
問
問
檎

滋
工
君
主
§
雲
仙
羽
齢
十
」
(
道
光
六
'
年
、
余
此
の
宇
佐
携
え
て
雲

南
に
一
ド
怒
り
、
水
に
落
と
し
て
徽
を
致
し
、
図
り
て
横
丁
…
を
傭
い
て
再

び
之
を
装
す
っ
議
翁
識
す
。
)
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と

も
道
光
六
年
ま
で
は
玩
元
が
所
持
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
つ
づ
い

て
何
紹
慕
「
践
崇
楼
山
藤
畢
山
碑
回
明
本
」
に
、

申
一
反
箆
斡
帰
、
続
賜
卿
兄
、
以
此
碑
及
泰
山
廿
九
字
、
質
子

余
斎
。
己
爵
能
鶏
時
鰭
去
、
一
試
吾
郎
欲
観
也
。
乃
結
未
斐
揚
、

部
婦
道
出
。
賜
卿
以
貧
故
、
遂
以
帖
帰
崇
撲
出
侍
郎
ρ

楼
山
以

(
日
)

駐
蔵
将
発
、
議
為
題
記
Q

(
申
震
〔
道
光
二
四
年
、
一
八
四
回
〕
艶
(
四
川
省
)
に
使

い
し
て
掠
り
、
続
賜
郷
兄
(
祝
福
〕
、
此
の
碑
及
一
び
泰
山
廿
九

字
を
以
て
、
余
斎
に
質
す
。
己
習
〔
道
光
二
九
年
、
。
一
八
四

九
)
噂
(
京
東
省
〕
に
使
い
せ
し
時
に
購
い
去
り
、
警
が
部
〔
続

観
ん
と
欲
す
る
な
り
と
云
う
。
乃
ち
結
末
だ
揚
〔
揚
州
〕

(57) 



に
一
主
ら
ず
し
て
、
部
は
道
山
に
帰
せ
り
。
賜
郷
貧
な
る
が
故
を

以
て
、
遂
に
帖
を
以
て
山
中
市
楼
山
侍
郎
〔
崇
実
)
に
鰐
仰
せ
り
合
撲

ま

さ

た

向
蔵
に
駐
せ
ん
と
し
て
将
に
発
た
ん
と
す
る
を
以
て
、
属
し
て

題
記
を
為
さ
し
む
。
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
泰
山
廿
九
字
」
は
よ
掲
間

「
泰
山
廿
九
字
築
抗
一
江
田
蔵
本
長
幌
」
(
所
在
不
明
)
と
推
定
さ
れ
る
。

(
M
M
)
 

加
と
m
仰
の
南
本
は
「
泰
悲
双
碑
之
館
」
と
い
う
抗
元
の
斎
号
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
珍
重
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
の
ち
に
庇
元

の
子
の
祝
福
(
一
八

0
…
i
一
八
七
八
)
に
譲
渡
さ
れ
、
銃
一
応
門
下

の
何
紹
護
士
七
九
九
!
一
八
七
三
)
に
一
演
入
れ
さ
れ
た
っ
何
紹
基

は
抗
一
応
に
南
本
を
贈
っ
た
が
、
彼
は
す
で
に
、
役
し
て
お
り
、
一
舟
び
統
一

(
日
}

福
の
手
に
帰
し
、
崇
実
に
売
却
さ
れ
た
。
ま
た
、
問
附
載
照
寿
日
間
光

緒
八
年
(
一
八
八
二
)
践
に
、
「
:
:
:
光
緒
八
年
壬
午
春
二
月
八
日
、

完
顔
焼
山
宗
伯
山
中
一
小
申
、
携
出
競
「
昭
明
本
華
山
碑
」
、
過
予
小
対

軒
。
」
(
:
:
:
光
絡
八
年
壬
午
の
春
二
月
八
日
、
完
顔
横
山
宗
伯
崇
申ドふ

は
、
出
磁
せ
し
「
開
明
本
部
ヤ
山
碑
」
を
携
え
て
、
予
の
小
対
軒
を
過

ぎ
る
。
)
と
あ
り
、
山
の
本
的
に
は
「
景
行
総
資
」
白
文
万
印
…
頼

が
鈴
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
崇
実
が
光
緒
二
年
ご
八
七

六
)
に
没
し
た
後
は
、
長
子
の
崇
申
(
一
八
四

O
i
一
八
九
二
、

さ
ら
に
孫
の
緊
賢
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Mm
南
宋
磁

続
「
糸
論
開
立
軸
」
(
所
在
不
明
)
の
向
同
誌
に
、
「
絹
本
。
抗
文
達
題
。

戊
成
秋
、
橋
璃
景
翁
。
」
(
'
端
本
。
統
文
遠
(
統
一
冗
〕
題
。
戊
成
〔
光

緒
二
百
年
、
一
九
九
八
〕
の
秋
、
端
景
翁
(
瑞
淘
〕
に
贈
る
。
)
、
ま

(
凶
)

た
、
山
宋
一
冗
人
「
宗
一
元
一
邸
時
拾
翠
」
(
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
)
J

の
自

設
に
、
「
玩
芸
台
国
議
。
有
総
題
。
伊
柄
本
。
庚
子
失
去
、
ノ
壬
寅
得
問
、

惟
失
況
抜
一
真
窃
現
存
。
」
(
続
芸
ム
口
〔
統
一
呂
田
蔵
9

総
題
有
り
。

絹
本
。
瑛
子
(
光
緒
二
六
年
、
一
九

0
0〕
に
失
去
し
、
壬
寅
〔
光

緒
二
八
年
、
一
九

O
二
〕
に
屈
す
を
得
た
る
も
、
唯
だ
続
践
…
頁
を

失
う
の
み
。
現
持
す
。
)
と
あ
り
、
%
と
出
誌
と
も
に
康
子
以
前
の

出
競
品
で
、
か
つ
況
氏
問
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
述
し
た

凶
や
服
の
購
入
の
経
緯
に
よ
っ
て
、

mm
と
山
も
崇
実
が
侃
氏
か
ら
購

入
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
ほ
砧
か
に
、
『
一
一
…
慮
堂
書
一
臨
自
』
に
は

見
え
な
い
が
、
李
佐
繋
明
書
一
腕
鎌
景
h

巻
二
‘
「
楊
少
部
神
的
起
居

法
巻
」
に
よ
っ
て
、
携
疑
式
「
神
拙
起
居
法
」
(
台
東
区
立
議
選
博

(
門
川
)

物
館
職
)
も
統
一
兆
に
由
来
す
る
山
中
市
実
の
出
蔵
品
と
判
J

断
さ
れ
る
。
た

だ

し

、

景

賢

の

収

穣

~

い

た

め

、

後

に

伝

わ

?

た

か

ど

う
か
は
定
か
で
な
い
の

と
こ
ろ
で
、

(58) 

。(にで
九よあ
)とるろ
/じとう

か

八



の
時
に
版
記
と
抗
亨
三
七
八
三
1

一
八
五
九
)
に
拝
謁
し
て
い
る

(
上
掲
『
庇
元
年
秘
皆
、
五
一
…
…
輿
)
。
侃
元
は
乾
隆
か
ら
道
光
の
簡

に
か
け
て
活
躍
し
た
金
石
学
の
泰
斗
で
寄
…
脳
陣
帖
に
も
造
誌
が
深
く
ち

院
亨
は
そ
の
従
弟
に
あ
た
る
。
こ
れ
以
後
、
麟
燈
と
況
氏
と
の
関
係

は
し
ば
ら
く
途
絶
え
る
が
、
院
一
冗
の
娩
年
に
…
再
び
交
遊
が
密
と
な

(
川
川
〉る
。
麟
慶
著
・
在
春
泉
他
絵
図
明
鴻
雪
間
縁
関
記
』
二
、
「
線
野
詑
舟
」

緑
野
院
漏
出
去
口
先
生
所
題
小
舟
名
也
A

・
経
済
海
内
宗
仰
、
余
諒
以
再
伝
弟
子
之
礼
奉
弱
。

…
日
焚
巳
、
恰
ム
口
上
巳
、
又
倍
寒
食
、
相
遜
花
舟

適
庚
子
一
一

(
同
日
一
)

(
線
野
は
院
一
寝
台
先
生
〔
統
一
冗
)
題
せ
し
所
の
小
舟
の
名
な
り
。

先
生
大
学
士
致
仕
す
る
を
以
て
畏
に
帰
る
。
文
章
・
経
済

海
内
宗
仰
し
、
余
語
み
て
一
舟
伝
の
弟
子
の
礼
を
以
て
奉
謁
す
。

あ

た

か

あ

た

適
た
ま
成
子
三
月
一
一
一
日
突
己
、
恰
も
上
巳
に
合
り
、
又
た
紫
、
食

っ
か

に
値
い
、
相
い
越
え
て
舟
を
平
山
に
迂
ぶ
。
)

と
あ
り
、
道
光
一
一

O
年

ご

八

四

O
)
、
麟
麗
は
致
仕
し
て
郷
田
お
に

一
民
っ
た
統
一
冗
に
「
一
品
川
伝
の
弟
子
」
と
し
て
会
っ
て
い
る
。
麟
慶
は
道

光
二
一
一
i
二
二
年
(
一
八
三
三

i
一
八
四
二
)
の
問
、
江
南
河
道
総

督
(
一
時
、
一
向
江
総
督
も
兼
務
)
と
し
て
江
南
に
滞
恋
し
た
た
め

(
『
清
史
稿
』
巻
一
九
九
、
表
三
九
)
、
抗
元
と
の
交
読
は
お
よ
そ
こ

年
間
関
と
考
え
ら
れ
る
3

V
A
m
M
4
ぉJ

f
7
ム

し
た
が
っ
て

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

し
て
、
四
高
関

は
、
王
一
崇
烈
の
宣
統
一
三
九
(れ〉

抜
に
、
「
楼
孫
都
護
得
此
巻
於
光
緒
戊
成
。
沈
氏
鱗
鶴
田
物
塩
。
」
(
楼

孫
都
議
此
の
巻
を
光
緒
戊
成
に
得
た
り
。
沈
氏
棋
開
制
(
沈
乗
成
〕

の
出
物
な
り
。
)
と
あ
る
よ
う
に
、
光
緒
二
四
年
三
八
九
八
V

に

沈
繋
成
(
一
八
二
三
!
一
八
九
五
)
の
没
後
ほ
ど
な
く
し
て
購
入
さ

れ
て
い
る
。
部
李
成
・
支
焼
「
読
碑
問
問
双
耕
技
稿
」
(
大
阪
市
立
美

術
館
蔵
)
は
、
自
注
に
、

J
絹
本
。
余
出
蔵
、
己
亥
得
。
」
(
締
本
。

余
の
侶
蔵
に
し
て
、
己
亥
に
得
た
り
。
)
と
あ
る
よ
う
に
、
光
緒
二

五
年
三
八
九
九
)
に
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
Q

ま
た
、
本
轄
に

は
李
佐
繋
(
一
八

O
七
i

一
八
七
六
)
の
印
が
克
ら
れ
る
た
め
、
彼

の
手
を
経
た
の
ち
に
景
震
に
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
間
越
孟
繋
「
嬰
…

欝
密
巻
」
(
北
京
故
{
口
肉
薄
物
院
議
)
は
、
自
注
に
、
「
鵠
石
査
物
。
紙

本
J

(
拐
石
査
の
物
な
れ
ノ
。
紙
本
。
)
と
あ
る
た
め
、
拐
義
護
士

八
三
一

i
i
一
八
九
七
後
)
、
も
し
く
は
そ
の
後
入
か
ら
購
入
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
会

こ
の
設
か
に
、
上
掲
節
、
山
越
子
俊
「
石
動
向
道
密
真
蹟
立
軸
」

(59) 



(
所
在
不
明
)
の
自
誌
に
は
「
泊
蔵
」
、

mm
楊
妹
子
題
「
馬
遠
山
水
草
〈

蹟
中
掛
一
綿
」
(
所
在
不
明
)
、
川
越
孟
頼
「
天
脊
擦
騎
図
巻
」
(
所
在

不
明
)
の
自
在
に
は
「
畑
出
物
」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
も
庚
子
以
前

の
絞
殺
品
で
あ
る
麓
然
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
先
に
克
た
よ
う
に
部

は
光
続
二
五
年
に
獲
得
さ
れ
、
出
は
白
け
は
に
、
「
紙
本
。
出
綴
。
庚

子
失
、
市
復
得
。
」
(
紙
本
。
出
蔵
。
庚
子
に
失
一
い
、
復
た
得
た
り
。
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
自
注
に
「
庚
子
に
失
去
す
」
や
「
民
子
に
失
う
」
と
指
捕
の

あ
る
も
の
も
成
子
以
前
の
収
蔵
品
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
以
下
で
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

庚
子
以
前
の
収
蔵
品
散
侠
の
経
緯

成
子
以
前
の
散
供
の
経
緯
と
し
て
は
、
ま
ず
高
官
へ
の
贈
与
が
挙

げ
ら
れ
る
。
%
は
上
掲
の
自
注
に
よ
っ
て
光
縮
一
一
四
年
(
一
八
九

八
)
に
瑞
淘
(
一
八
五
八
i

一
九
三
六
)
に
一
贈
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
瑞
拘
の
妻
は
山
摂
津
の
第
五
女
の
枝
芝
で
あ
り
(
明
鶴
楼
年
譜
』

光
緒
二
年
の
条
)
、
光
緒
一
一
一
年
(
一
八
八
六
)
に
進
土
に
及
第
、

順
天
郷
試
問
考
官
な
ど
を
経
任
し
た
。
ま
た
、
川
神
宗
「
貴
国
真
路

長
幅
」
(
所
在
不
明
〉
は
自
注
に
、
「
:
:
:
戊
成
、
送
栄
相
。
」
(
:
:
:

戊
成
、
栄
相
(
栄
禄
〕
に
送
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
光
緒
一

(
八
九
八
)
に
栄
禄
(
八
一
三
ハ

Fm
間
〕
!
一
九

O
一一一)
に関
税年

与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
栄
禄
は
蓮
隷
総
督
兼
北
誇
大
臣
・
軍
機

大
疫
を
摩
任
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
贈
与
は
、
景
襲
、
が
利

(
お
}

撮
を
求
め
る
手
段
と
し
て
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、
農
子
に
お
け
る
款
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。

3
王
蘇
之
「
東
山

松
帖
真
顔
巻
」
・

8
磨
事
主
義
之
「
嘉
飽
ハ
結
巻
」

-m歌
陽
諮
「
正
蓄

陰
符
経
曇
宝
巻
て
上
揚
門
以
「
草
童
間
半
巻
千
文
真
藤
弓
で
お
玉
設

「
頴
田
間
期
上
詩
蝶
恋
花
認
真
頚
巻
」
・

mm
張
郎
之
「
金
融
経
真
麓
間
三

お
越
話
相
側
「
宝
雲
寺
記
真
接
情
」
・
泣
越
孟
掻
「
掬
詩
秋
菊
有
能
色

帖
一
・
お
元
人
「
大
観
語
審
査
(
顔
冊
」
・
的
出
祝
允
明
纂
「
宋
結
鍾

・
m
m
呉
道
子
「
観
音
橡
真
蹟
立
一
軸
で
よ
掲

f
-
m椅
九
思
「
竹
譜
話
婦
三

州
間
三
一
間
宋
拓
「
欽
賞
、
縫
経

mwt

が
あ
る
が
、

う
で
あ
る
n

や

と

い

の
亡
供
ζ

限
っ
た
こ
と
で
は
な
さ
そ



大
半
安
殿
壊
す
る
も
、
法
だ
前
題
及
び

劫
余
現
存
す
。
)
、
初
、

JU注
に
、
「
紙
本
。
余
物
。

三
一
良
。
」
(
紙
本
。
余
の
物
な
り
。
成
子
に
失
去
し
、

と
あ
る
よ
う
に
、
収
蔵
品
の
損
壊
を
が
す
場
合
も
あ
る
の
ま
た
、
山

自
注
に
、
「
:
:
:
茂
子
失
去
、
壬
賞
得
図
。
」
(
:
:
:
勝
子
に
失
去
す

る
も
、
壬
寅
(
光
絡
二
八
年
、
一
九

O
一
一
〕
に
mm
す
を
得
た
り
。
)
、

凶
自
誌
に
、
「
:
:
:
威
子
失
部
復
得
。
」
(
:
;
:
成
子
に
失
い
て
復
た

得
た
り
。
)
、
問
按
一
語
に
、
「
:
:
:
民
子
失
去
、
為
瀧
鹿
斎
所
得
。
景

一
室
…
抱
購
問
。
」
(
:
:
:
威
子
に
失
去
し
て
、
藤
虚
斎
〔
寵
…
花
済
)
の
得

も
ど

る
所
と
為
る
。
最
〔
景
賢
〕
…
抱
〔
上
海
〕
に
歪
り
て
鱗
い
閉
す
。
)

(
お
)

と
あ
る
よ
う
に
、
一
時
的
な
流
出
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
収
蔵
品
が
庚
子
に
損
壊
・
流

出
・
亡
供
の
憂
き
自
に
巡
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
司
一
一
一
農
堂
書
画
自
』
、
(
泌
)

一
一
一
虞
堂
論
書
斑
詩
巻
上
に
、
「
惜
時
間
子
変
一
乱
、
余
於
奉
天
冬
関
失
之
。
」

(
惜
し
む
ら
く
は
成
子
の
変
乱
に
、
余
奉
天
に
於
い
て
冬
関
に
之

(
上
掲
3
〕
を
失
う
。
)
と
あ
る
よ
う
に
、
義
和
回
一
事
件
(
「
捷
子
変

乱
」
)
、
が
そ
の
原
閣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
引
い
た
景
賢
の

履
歴
単
に
見
る
よ
う
に
、
景
緊
は
光
緒
二
十
四
年
(
…
八
九
八
)
九

月
か
ら
奉
天
で
任
職
し
て
お
り
、
当
地
で
義
和
田
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
る
c

上
掲
円
以
附
載
の
王
崇
烈
践
に
、
「
:
:
:
子
演
子
秋
吉
失

於
瀦
陽
城
中
。
」
(
:
:
:
演
子
の
秋
に
、
議
陽
城
中
に
失
う
。
)
と
あ

ヴ
ハ
プ
}
!
と
い
人
ト
4

引っザ
L

て
い
た
こ
と

の
な
か
で
彼
の
収
蔵
品
、
が
失
わ
れ
た
と
推

お
け

っ
た
と
見
ら
れ

等
の
文
献
に
半
畝
閣
に

て
い
な
い
。

四

景
驚
の
収
蔵
の
背
景

つ
い
て
確
認
し
、
景
賢
が
奴

つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
完
顔
氏
の
審
一
路
碑

帖
の
収
蔵
鱗
擦
で
あ
り
、
彼
の
蓄
積
碑
結
と
の
関
わ
り
は
、
制

ま
ず
道
光
帝
に
よ
る
4
梁
武
帝
「
異
趣
帖
真
蹟
巻
」
(
藤
井
斉
成
会

有
郡
一
館
一
勝
一
の
賞
賜
が
挙
げ
ら
れ
る
。
護
問
京
一
稿
者
向
簡
童
話
綿
密

巻
一
、
「
梁
武
帯
深
愛
帖
巻
」
(
台
湾
中
華
室
開
局
、
一
九
七
一
)
に
、

:
・
:
景
賢
一
去
、
「
其
曾
祖
麟
慶
見
亭
公
、
在
南
河
総
督
任
、

兼
欝
両
立
総
督
、
以
河
工
安
調
被
賜
;
:
:
」
。

(
:
:
:
景
賢
一
広
う
、
「
其
れ
曾
祖
の
麟
慶
見
亭
公
は
、
南
湾
総

替
の
授
に
在
h

り
て
、
兼
ね
て
南
江
総
督
を
馨
し
、
河
工
安
舗
を

以
て
揚
を
被
る
手
:
:
:
」
と
。
)

と
あ
る
よ
う
に
、

4
法
道
光
一
八
年
(
一
八
一
一
一
八
)
に
治
水
の
功
に

よ
り
ノ
道
光
帯
よ
ち
糞
鶏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
こ
で
、



構
内
府
収
蔵
の
警
酒
碑
帖
の
賞
賜
は
、
嘉
慶
帝
に
は
じ
ま
り
、

(
お
)

帝
以
後
は
格
段
に
そ
の
数
が
増
え
た
と
い
う
。

つ
や
つ
い
て
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
麟
，
震
は
阪
氏
と
の
毅
密
な

交
流
の
な
か
で
書
留
碑
帖
に
接
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
掲
『
鴻
雪

国
線
図
記
』
三
、
「
康
山
払
楼
」
に
、

道
光
壬
寅
、
花
復
接
、
適
余
歪
揚
。
既
雲
台
先
生
還
往
観
。

随
歴
数
机
亭
、
捗
綴
山
台
、
循
廊
読
安
機
舟
員
外
的

d
h一山首

所
刻
孫
過
庭
「
欝
諮
」
。

(
道
光
壬
寅
、
花
復
た
盛
ん
な
る
に
、
適
た
ま
余
揚
に
至
る
。

況
一
宮
山
台
先
生
滋
え
て
往
観
す
。
槌
い
て
数
帆
亭
を
底
、
観
山

台
に
捗
り
、
勝
を
僻
り
て
安
線
舟
員
外
間

F枠
制
川
瀬
の
刻

せ
し
一
昨
の
孫
過
庭
「
警
部
出
を
読
む
。
)

と
あ
る
よ
う
に
、
道
光
二
二
年
三
八
四
二
)
、
済
初
の
安
岐
が
刻

し
た
孫
過
庭
「
書
諮
」
を
成
元
と
と
も
に
観
賞
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
上
掲
『
鴻
一
中
諮
問
縁
関
詑
』
に
金
石
学
に
精
通
し
て
い
た
滞

吐
息
(
一
七
七

O
〔
六
九
〕

i
一
八
五
四
)
や
襲
自
珍
(
一
七
九
二

l
一
八
四
一
)
ら
の
序
が
あ
り
、
ま
た
、
何
番
、
「
拝
石
持
a

お
い
に
、

鱗
刻
家
と
し
て
も
藷
名
な
銭
泳
三
七
五
九
i

一
八
四
回
)
と
の
交

流
を
窺
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
麟
燈
は
こ
う
し
た
人
物
を
通
じ
て

び
、
書
簡
碑
帖
に
擁
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

現
段
階
で
縫
認
で
き
る
麟
綾
の
収
綾
し
た
書
爵
碑
粘
い
辺
、

道
光

し
な
が
ら
、

『
一
一
一
虞
堂
書
萄
自
』
所
載
の
上
掲
4
及
び
上
掲
諸
問
帯
君
臨
擦
問
問
記
h

、

「
半
敵
営
鼠
で
「
拝
石
拝
石
」
に
克
え
る
半
数
露
の
内
装
に
用
い
ら

れ
た
清
人
の
書
画
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
完
顔
氏
の
書
留
碑
結

の
収
集
は
、
次
に
見
る
崇
実
に
よ
っ
て
本
権
化
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

出
宗
実
件
以
上
掲
『
協
議
年
譜
』
威
襲
六
年
(
一
八
五
六
)
の
条
に
、

「
:
:
:
時
予
専
議
金
石
之
学
、
購
実
鼎
葬
古
器
不
少
J
(
:
:
:
時
に

も
と

予
は
専
ら
金
石
の
学
を
講
じ
、
鼎
舞
古
器
を
購
い
箆
む
る
こ
と
少
な

か
ら
ず
。
)
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
す
で
に
金
石
学
を
務
究
し
)

青
銅
器
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
麟
慶
と
玩
氏
と
の
親
驚
な
関
係
が
崇
実
に
も
継
承
さ
れ
た
よ
う

で

あ

り

、

て

い

る

。

こ

の

(62) 

よ
う
に
、

し
て
お
り

こ
ろ
ま
で
に
は
金
石
学
が
家
学
と
し

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

甑
碑
粘

ヲ
ト

V

し
て
、

な
が
ら
に
し
で

あ
っ
た
と
い
え
る
の

p
h
え
ぜ
も
、
¥

1
7
2
4
f
 

完
顔
氏
よ
り
伝
え
ら
れ



収
臓
家
と
し
て
活
動
し
た
当
初
か
ら
、
書
一
蹴
碑
帖
の
鑑
識
股
が
相
当

備
わ
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
時
期
に
よ
掲
の
円
以
高
関

「
革
審
半
巻
千
文
真
蹟
弓
」
や
お
李
成
・
…
土
焼
「
読
碑
関
双
税
控
縮
」

と
い
っ
た
名
品
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
そ
の
誌
左
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本

稿

で

は

、

る

伝

記

資

料

を

も

と

に

焼

子

以

前

の

彼

の
動
向
に
つ
い
て
椛
認
し
た
う
え
で
、
自
注
や
按
一
語
、
開
審
掲
載
の

収
蔵
品
の
逓
伝
の
過
程
、
関
連
す
る
護
部
著
録
な
ど
を
も
と
に
、
庚

子
以
前
に
お
け
る
景
賢
の
書
一
削
碑
帖
の
収
蔵
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ

わ
せ
て
、
景
賢
が
書
面
時
帖
の
収
践
を
始
め
た
背
景
に
つ
い
て
も
考

察
し
た
。

民
子
以
前
の
景
賢
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
景
緊
の

生
年
は
諸
説
あ
る
が
、
公
の
場
で
は
光
絡
先
年
(
一
八
七
五
)
を
生

年
と
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
質
的
に
景
賢
が
{
呂
場
に
赴

く
の
は
光
緒
一
一
一
年
(
一
八
九
五
)
で
あ
り
、
光
緒
二
四
年
(
一
八

九
八
)
以
後
、
奉
天
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
c

つ
づ
い
て
、
庚
子
以
前
の
収
蔵
と
散
侠
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
収
蔵
の
経
緯
と
し
て
は
、
景
賢
が
購
入
し
た
も
の
も
い
く
つ
か

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
景
脇
氏
が
継
承
し
た
完
顔
氏
伝
来
の
書
一
部

碑
帖
で
あ
り
、
特
に
抗
氏
自
来
の
出
蔵
品
が
着
用
出
さ
れ
る
。
次
に
、

数
供
の
経
緯
と
し
て
辻
、
制
約
禄
を
求
め

d

み
J
O
J
H
J

一T
J

1

J

1
し
、

ル
-
Y
J
J
Lド

f
f
1
4
4
4
4
5

し
乃
よ
デ
ぞ
、

平
均

g
f

れ
る
の

へ
の
贈

-
流
出
・
亡
供
し
た
こ
と
が
考
え
ら

つ
い
て
篠
認
し
、
景
緊
の
収

つ
い
て
検
討
し
た
。
景
援
に
先
行
す
る
麟
麓
や

よ
っ
て
、
番
街
碑
帖
の
収
集
が
行
わ
れ
、
か
つ
金
石
学
が
家

学
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
ゆ
え
に
、
ι

こ
う
し

た
完
顔
氏
の
収
蔵
や
学
問
を
背
景
と
し
て
、
景
賢
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
、
議
一
鵬
碑
一
帖
の
収
蔵
家
に
な
る
べ
き
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、
実
際
に
景
賢
は
完
顔
氏
よ
り
伝
え
ら
れ
た
収
蔵
一
や
学

問
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
収
蔵
家
と
し
て
活
動
し
た
当
初
か

ら
、
書
留
碑
帖
の
鑑
識
線
が
相
当
備
わ
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(63) 

士占(
1
)
委
縮
誌
描
犠
お
け
る
完
顔
景
賢
の
憲
一
間
一
樹
碑
帖
の
坂
藤

に
つ
い
て
」
完
中
露
近
現
代
文
化
研
究
』
一
一
、
ニ

O
一
O
、
四
四

i

八
三
頁
)
参
類
。

(
2
)
「
上
海
図
書
鎮
蔵
『
鍔
斎
蔵
碑
駿
尾
』
初
探
」
(
前
掲
注

(
1
)
3
3

霞
近
現
代
文
化
研
究
b

二
、
一
it's
四一一一真。)。

(3)
「
完
顔
景
繋
撰
'
蘇
宗
仁
一
編
『
一
一
一
虞
堂
書
一
樹
呂
』
に
つ
い
て
」
完
投



五
七
、
…

0
一
0
1

(
4
)
外
山
軍
治
「
明
請
の
箆
鑑
家
(
続
ご
(
墨
田
道
全
集
』
，
一
問
、
平
凡

社
、
一
九
六
…
、
一
一
一
一
一
一
1

問
。
貰
)
、
張
伯
駒
「
北
京
情
末
以
後
之

薬
師
収
蔵
家
」
(
張
倒
駒
編
『
春
瀞
強
談
』
巻
一
、
中
川
川
吉
籍
出
版
社
、

…
九
八
閥
、
一

i
i
四
頁
)
。

(5)
由
来
間
経
他
編
『
中
鼠
第
一
歴
史
構
築
館
蔵
清
代
官
員
緩
庭
案
全
一
縮
』

七
(
欝
東
部
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
、
四
六
五
・

0
四
真
)
。

(6) 

は
明
文
文
忠
一
公
自
訂
年
譜

九
七
二
、
問
鶴
楼
年
譜
』
は
『
北
京
図
書
館
蕗
珍
本

年
譜
諮
刊
』
(
北
京
問
書
錆
出
版
社
、
一
九
九
九
、
一

O
二
i
一
八

r¥
ぎュ。

dlノ
活
必
」

(7)
活
蹴
寄
「
金
源
完
顔
最
富
殺
榔
鍛
妙
境
さ
い
際
堂
」
(
『
図
書
館
雑
誌
』

一
九
九
五
年
第
一
期
、
五
七

i
五
八
一
見
)
で
は
崇
箆
が
問
光
年
間
か

ら
民
国
初
期
ま
で
活
動
し
た
人
物
と
し
、
謝
誠
司
中
間
前
学
著
作
考

銀
』
(
上
期
書
一
刷
出
版
社
、
一
九
九
八
、
六
九
一

i
六
九
二
英
)
で
は

生
年
を
道
光
一
一
八
i
一一一

O
年
三
八
四
八
!
五

O
)
の
鵠
と
推
定
す

る
が
、
穏
当
で
は
な
い
。

(
8
)
別
表
ー
は
、
十
川
市
大
輔
「
脇
市
中
川
子
崇
原
の
諸
子
と
そ
の
配
偶
者
に

関
す
る
ノ

i
ト
i

清
米
中
間
に
お
け
る
完
顔
氏
の
婚
姻
関
係
の
…
鱗

l
」
(
叫
金
沢
大
学
文
学
論
議
』
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
第
二
八
、

三

O
O八
、
…
1

・一

O
寅
)
所
載
、
「
一
泊
代
北
京
完
顔
氏
系
関
」
の
麟

箆
以
下
の
引
用
。
ゴ
シ
ッ
ク
枠
は
配
偶
青
、
斜
字
体
は
完
顔
氏
の
女

性
、
「
男
」
「
女
」
は
名
前
が
不
明
な
脅
を
指
す
α

(
9
)
『
北
京
市
五
積
一
』
選
挙
表
下
、
溝
光
緒
五
年
(
一

(
北
京
燕
山
出
坂
社
、
一
九
九
八
、
三
七
三
頁
)
に
、

緩
黄
旗
入
、
文
生
舎
二
百
三
十
名
。
」
と
あ
る
が
誤
り
か
。

(
叩
}
社
家
穣
ァ
八
旗
与
靖
報
政
治
論
稿
h

(

人
民
出
販
社
、
一
一

O
C八、

三
八
七
i
j
三
九
六
頁
)
。

{
孔
)
謬
萎
孫
「
接
京
将
軍
策
奉
天
総
督
完
顔
文
動
公
神
一
道
碑
」

集
一
一
巻
二
組
)
に
よ
る
。
一
方
、
謬
萎
孫
『

九
八
六
)
に
は
、
光
緒

て
お
り
、
何
ら
か

識の
諦1条



が
兇
ら
れ
る
。

(

口

)

前

縞

水

の

縞

上

に

朱

文

長

方

印

が

あ

り

、

山
崎
拭
突
の
収
機
印
と
推
定
さ
れ
る
。
中
村
丙
午
郎
(
一
小
折
)
叫
騎
撫
哲

帖
月
儀
楊
凝
式
神
仙
起
民
法
』
(
孔
闘
卒
真
蹟
法
者
刊
行
会
、
一
九

一
一
一
凶
)
参
照
。

(
同
)
♂
版
元
年
譜
』
に
は
道
光
一
九
年
(
一
八
一
…
J

九
)
に
二
項
(
九
凶

一
・
九
五
日
一
一
民
)
、
同
一
一

O
年

三

八

凶

O
)
に
二
項
(
九
五
五

i
九

五
六
・
九
六
九
i

九
七

O
頁
)
、
間
二
二
年
(
一
八
四
二
)
に
…
項

(
九
七
七
i

九
七
八
頁
)
が
見
え
、
『
鴻
雪
国
線
問
記
』
第
一
壌
に
院

元
の
序
が
あ
る
Q

(
川
口
)
以
下
、
成
本
は
道
光
二
九
年
三
八
開
九
)
揚
州
刊
本
(
北
京
吉

籍
出
版
社
、
一
九
八
四
)
。

(
却
)
葉
恭
紳
『
沼
港
構
秘
録
』
巻
て
「
腐
鵠
高
関
千
文
真
践
巻
鰍
」
(
太

平
器
局
、
一
九
六
二
に
「
小
知
庵
秘
笈
」
朱
文
方
印
、
「
完
顔
景
賢

精
欝
」
朱
文
方
印
一
が
見
え
る
Q

(
幻
)
前
掲
注
(
初
)
「
蔚
憎
高
関
千
文
真
綴
巻
伊
。

(
沼
)
大
阪
市
立
美
術
館
繍
司
大
阪
市
立
美
術
舘
獄
中
間
絵
一
出
資
料
編
』

(
朝
日
新
開
社
、
一
九
七
五
、
一
一
一
…
真
)
に
、
「
完
顔
景
賢
精
懇
」
朱

文
方
印
、
李
性
限
践
の
「
李
佐
賢
印
」
朱
文
方
印
、
が
見
え
る
。

(
お
)
萩
信
雄
「
清
末
一
の
金
石
学
と
収
藤
家
の
ご
側
面
1

金
石
の
収
集
に

奔
走
し
た
学
者
・
大
宮
」
(
『
季
刊
墨
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
一
ご
碑
法
帖
・

拓
本
入
門
、
一
九
九
四
、
一
三
八

i
一
三
九
頁
)

G

(
判
的
)
『
故
宮
博
物
院
蔵
歴
代
法
書
選
集
知
一
一
一

i
一
二
(
文
物
出
版
社
、
一
九

八

二

)

に

、

朱

文

方

印

、

「

楼

孫

庚

子

以

後

所

得

」

」
い
い
仲
げ
マ
令
。

(
幻
)
藤
井
静
助
叫
ん
科
都
大
観

庵
、
秘
笈
」
朱
文
方
印
、
「
…

維
資
」
白
文
長
方
印
、
「
議
長
楽
印
」
白
文
方
印
、

文

万

印

、

「

伴

朱

文

方

印

が

見

え

る

。

(
お
)
揚
仁
償
問
出

美
術
出
版
社
、

(
上
海
人
民

(65) 

部
記

本

稿

で

用

い

た

は

合

湾

の

爵

家

図

書

館

、

『

宋

…
拓
華
山
顧
碑
一
一
一
様
全
一
二
冊
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
ご

一
厚
意
に
よ
っ
て
複
写
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
ち
て
一
厚
く
御
礼
申
L

レL
ぷ
J

一こ
1
9

F
-
t
4
J
J
Y
 

(
福
島
大
学
非
常
勤
講
師
)
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氏
系
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瓜
離
儀
氏

饗
審
党
羅
氏

程
俊
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洪
氏
[
側
〕
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n一一一一つ I if寸…ーっ γアTTl 1 ーア1
清武 栄慢な帥希 教伊犠佑{二偉穀 崎Jq
賢野 前関税言葉模 戦機縫模商経鍵 1寝格

I.J I 
機構橋機構 機
器 7拡張i器;織茂

(
m
w
m
w
)
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